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２ 議題 

  第二次導入校の教育内容に関すること 

（１）探究学習重視型（豊田西・時習館・西尾） 

 

 

 

 

 

（２）高度ものづくり型（愛知総合工科）・地域の教育ニーズ対応型（日進） 

 

 

 

 

 

（３）地域の教育ニーズ対応型（衣台・美和） 

 

 

 

 

 

３ 閉会 

 

 

 

 

 

【配布資料】 

・資料１：中高一貫教育の導入（第二次導入校）に向けた検討事項 

・資料２：教育内容に関すること 



 資 料 １ 

中高一貫教育の導入（第二次導入校）に向けた検討事項 
 

論点１ 教育内容に関すること・・・第４回部会（本日）・2024 年度部会 

 

 

（１）探究学習重視型（豊田西・時習館・西尾） 

（背景・基本的な考え方） 

○ 各校の特色を踏まえた探究的な学びを実現するための教育内容。 

○ 学校教育法施行規則において、中学校の標準授業時数は週２９時間。 

○ 中高一貫校は、特例制度により、週２９時間を超えて授業を実施すること

が可能。 

○ 時習館・西尾は国際バカロレアの導入を目指す。 
  
（２）高度ものづくり型（愛知総合工科） 

（背景・基本的な考え方） 

○ 総合工科高校の充実した施設を活用した、ＡＩ・データサイエンスに興

味・関心をもつ生徒の能力、可能性を引き出すための教育内容。 

○ 学校教育法施行規則において、中学校の標準授業時数は週２９時間。 

○ 中高一貫校は、特例制度により、週２９時間を超えて授業を実施すること

が可能。 

○ 併設中学校の卒業後は、理工科へ進学する。 

 [検討内容]（１）（２）共通 

 導入校の特色、教育課程（総授業時間数、各教科の時間数）、日課表（登下校時

間など）など。 
 
（３）地域の教育ニーズ対応型・不登校を経験した生徒（日進） 

（背景・基本的な考え方） 

○ 不登校児童生徒の実態に配慮した特別の教育課程を編成できる「学びの

多様化学校」として設置。 

○ 他県の「学びの多様化学校」では、特例の教育課程として、授業時数を週  

２９時間から７割程度に減らしたり、複数の教科を統合した教科を独自に

設定したりしている。 

○ 併設中学校の設置と同時に、日進高校では不登校生徒に配慮した入学者

選抜をスタートする。 

 [検討内容] 

 教育課程（総授業時間数、各教科の時間数）、日課表（登下校時間など）、不登

校を経験した生徒への教育支援（少人数、個に応じた指導、オンラインの活用）

など。 
 

（４）地域の教育ニーズ対応型・外国にルーツのある生徒（衣台） 

（背景・基本的な考え方） 

○ 地元中学校と衣台高校による連携型中高一貫教育を導入。 

〇 衣台高校は外国人生徒選抜の合格者が多く、日本語指導が必要な生徒を

全日制で最も多く受け入れている。また、東京外国語大学が文部科学省から

の委託により実施している、外国人生徒の日本語能力に関する調査・研究に

協力している。 

○ 豊田市の中学校では、充実した母語支援が実施されている。 
 
（５）地域の教育ニーズ対応型・地域を支える人材（美和） 

（背景・基本的な考え方） 

○ 地元中学校と美和高校による連携型中高一貫教育を導入。 

○ 美和高校では、2021 年度から地域連携のための組織「美和高マインド」

を設置し、地元自治体や商工会等と連携した地域活動を実施。 

○ 2025 年度、美和高校に地域探究科（仮称）を設置予定。 

 [検討内容]（４）（５）共通 

連携する中学校、中学校と連携する取組の内容 
 
論点２ 教職員配置に関すること・・・2024 年度部会 
（１）併設中学校の教職員配置 

（基本的な考え方） 

○ 中高一貫校の教育内容や生徒への支援の実施に必要となる教職員を配置。 

  [検討内容] 

  開校初年度から学校完成時までの職種ごとの教職員の配置人数、教科別の教

員数、中学校教員と高校教員の内訳 
 
論点３ その他・・・2024 年度部会 
（１）外部人材の配置 

（基本的な考え方） 

○ ＳＣやＳＳＷ、キャリア教育コーディネーター、母語支援員、日本語教育

支援員など、必要となる人材を配置する。 

  [検討内容] 

  配置する職種、体制 
 
（２）併設中学校における入学者選抜 

（基本的な考え方） 

○ 探究学習重視型の３校では、第一次導入校と同様に実施する。 

○ 愛知総合工科高校併設中学校では、適性検査を実施する。 

〇 日進高校併設中学校では、適性検査を実施しない。 
 
（３）連携型中高一貫校における高等学校入学者選抜 

〇 美和高校・衣台高校では、連携型選抜を実施する。 

[検討内容] 

  探究学習重視型以外の学校における入学者の決定方法 

資料２ 



 

 
 

資 料 ２ 

教育内容に関すること（第二次導入校） 
 

１ 第二次導入校（愛知県 中高一貫教育導入方針） 

類型 タイプ 
設置高校名・ 

接続する学科 

中学校 

コース名 

導入 

形態 

１学年 

学級数・

生徒数 

探究学習

重視型 

ＳＳＨ実施校 
豊田西 

普通科 

普通 

コース 

併設型 

２学級 

80 人 

ＳＳＨ実施校 

※国際バカロレアの導入を目指す 

時習館 

普通科 

普通 

コース 

２学級 

80 人 

グローバル探究実施校 

※国際バカロレアの導入を目指す 

西尾 

普通科 

国際探究 

コース 

２学級 

80 人 

高度もの

づくり型 

ＡＩ・データサイエンスに興味・

関心を持つ生徒の能力、可能性を

引き出す学校 

愛知総合工科 

理工科 

（仮称） 

理工 

コース 

１学級 

40 人 

地域の教

育ニーズ

対応型 

不登校経験のある生徒の能力、可

能性を引き出す学校 

日進 

普通科 

学びの多

様化学校 

１学級 

40 人まで 

外国にルーツのある生徒の能力、

可能性を引き出す学校 

衣台 

普通科 
― 

連携型 

― 

地域を支える人を育てる学校 

美和 

普通科・ 

地域探究科 

― ― 

 

２ 各導入校の教育内容の主な特色（今回検討） 

 

（１）豊田西高校併設中学校 

〇 ＳＳＨの活動をベースに、教科横断的で文理融合の探究的な学びに取り組む。 

⇒ 理数教育・国際理解教育の充実、体験活動から深める探究的な学び 

 

（２）時習館高校併設中学校 

〇 ＳＳＨとＡＧＨの活動をベースに、教科横断的で文理融合の探究的な学びに取り組む。 

※ ＡＧＨ（あいちグローバルハイスクール）： 

文部科学省の「スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）」の取組を継承した事業 

〇 中学校・高校への国際バカロレアの導入を目指す。 

⇒ 理数教育・国際理解教育の充実、国際バカロレア 

 

 

 

 

（３）西尾高校併設中学校 

〇 地域を土台として世界を学び、「地域から世界へ」「世界から地域へ」の双方向の視点か

ら、グローカルな探究学習に取り組む。 

※ グローカル：グローバルとローカルを組み合わせた造語で、地球規模の視野で地域の課題につい

て考えること 

〇 中学校・高校への国際バカロレアの導入を目指す。 

⇒ グローカルで探究的な学び、国際バカロレア 

 

（４）愛知総合工科高校併設中学校 

〇 工科高校の施設と教員を生かした中高一貫教育。 

〇 中学校段階からものづくりやＡＩ・データサイエンスに触れ、中高６年間、専攻科を含

めると８年間で、ＤＸをリードする人材を育成。 

⇒ 理工学の観点を取り入れた実践的で探究的な学び 

 

（５）日進高校併設中学校 

〇 年間総授業時間数を低減できる「学びの多様化学校（不登校特例校）」として設置し、

不登校経験のある生徒が、高校卒業まで安心してゆとりをもって学ぶことができる中高一

貫教育。 

⇒ ゆとりある学び、生徒個々の状況に応じた支援、キャリア教育、社会性の育成 

 

（６）衣台高校 

〇 外国にルーツのある生徒の能力、可能性を引き出す連携型中高一貫教育。 

〇 日本語だけでなく母語にも配慮した授業。 

⇒ 中高連携による異文化理解、多文化共生をテーマとした探究学習、キャリア教育 

2024 年度：連携教育の取組を開始 

2026 年度：連携教育を受けた生徒がはじめて高校に入学 

 

（７）美和高校 

〇 地域での様々な活動を通して、地域を支える人を育てる連携型中高一貫教育。 

〇 地域の課題やニーズに対応した教育内容。 

〇 地域や大学等と連携したキャリア教育の推進。 

⇒ 中高連携による地域に関する探究学習 

2024 年度：連携教育の取組を開始 

2026 年度：連携教育を受けた生徒がはじめて高校に入学 

論点１ 

〇は導入方針における導入のイメージ 

⇒は各学校の主な特色（キーワード） 


